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社 会 福 祉 法 人  金 亀 会 
障 が い 者 支 援 施 設 

スマイル 
〒790-0047 愛媛県松山市余戸南6丁目5番3号 

TEL(089)965-0294  FAX(089)965-0330 
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  smilekun@blue.ocn.ne.jp 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  http://smile-power.jp 

１２月号 

伊予市巡回展 11/7～11/17 

今年も「えひめの障がい者アート展」が愛媛県美術館で開催されまし

た。土山啓一さんが優秀賞、武安拓実さんは通われている絵画教室で描か

れた作品が佳作（三浦工業株式会社賞）を受賞し、10月10日（木）に

行われた表彰式に参加しました。今年はスマイルからも31名の方が応募

し、愛媛県美術館では10/10～10/20の期間に全応募作品が展示され

ました。入選作品の他、たくさんの素敵な作品が展示されていました。 
伊予市の『IYO夢みらい

館』で開催された巡回展「心

から夢を描く」では、入選作

品の他、伊予市の方の作品の

展示もありました。 

沖野あゆみさん

石村ゆかりさん

藤田真吾さん

ハート

『第2回ほっと♡ハート♡アートコンテスト』で石村ゆかりさんが「バリィさん賞」を受賞し

ました！11月20日（水）には [ ミウラートヴィレッジ ]で行われた表彰式に参加しました。

このコンテストは、「紙ンバックプロジェクト」という使用済みの紙をリサイクルして新しい紙製

品に生まれ変わらせる活動の一環として行われています。95点の応募作品の中から13作品が選

ばれ、アップサイクルカレンダーの月ごとの背景やノートにデザインされました。石村さんの作

品は2025年の12月のカレンダーに選ばれています。カレンダーやノートは[ ミウラートヴィ

レッジ ]で購入できるそうです。              [ アート担当：田村 恵理 ] 

[ アート担当：田村 恵理 ] 

mailto:smilekun@blue.ocn.ne.jp
http://smile-power.jp/
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今回の研修を受けて、個別支援計画書の大切さを改めて感

じました。 

自分は個別支援計画書を作成する時“支援計画を作成する

対象の利用者の方の困りごとは何か”とマイナス面を主とし

て考えてしまう傾向にありました。しかし、今回の研修で対

象の利用者の方が見て“わくわくする”個別支援計画書を立

てることで利用者の方の意欲に繋がるということを教えても

らいました。わくわくする支援計画書を製作するためには、

アセスメントや日ごろの利用者の方との関わりが大切になっ

てきます。利用者の方一人一人に向き合い、関わりを持ち、

利用者の方がわくわくする個別支援を作成することで、スマ

イルに来ることを楽しみにして頂けるようにできればと思い

ます。 

他にも個別支援計画書を利用者の方に説明するときやサー

ビス担当者会議のロールプレイングを 

通して利用者の方に分かりやすく伝え 

る難しさを感じました。日頃からどの 

ようにすれば分かりやすく伝わるか言 

葉の言い回しを考えたいと思います。 
 
（通所支援リーダー）満田 弘子 

 
 

 

５週間の介護実習を通じて、介護現場での業務の厳し

さと大きな責任を実感しました。 

実習前は、教科書や講義で得た知識をもとに基本的な

介護技術や理論は理解していたつもりでしたが、実際の

現場では、利用者さん一人ひとりの状況に応じて臨機応

変な対応が求められることを痛感しました。 

特に、コミュニケーションの重要性を改めて感じまし

た。言葉だけでなく、表情や態度、手の動きなど、さま

ざまな手段を使って信頼関係を築くことが必要で、利用

者さんの笑顔や感謝の言葉をいただいたときには大きな

やりがいを感じました。 

また、スタッフの方々がチームで協力しながら、互い

にサポートし合っている姿勢に 

は深い感銘を受け、自分もその 

ような環境で成長していきたい 

と感じました。 

今回の経験を通して、利用者 

さんの尊厳を尊重し、心から寄 

り添う姿勢を今後も大切にして 

いきたいと強く思っています。 

～ 研修報告 ～ 
令和6年度 愛媛県サービス管理責任者 
児童発達支援管理責任者 基礎研修 

河 原 医 療 福 祉 専 門 学 校 
 介 護 福 祉 課 2年 実 習 

【 9 月 9 日 ～ 1 0 月 1 1 日 】 
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次回の俳句サークルは12/6(金)です。 
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皆さんの投句をお待ちしています！ 
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今回２日間の研修を通して、障がい 

者アート・障がい者スポーツ・精神疾 

患者への対応・能登半島地震に伴う災 

害支援活動についての講演を、グルー 

プワークや実技を交えながら聴講して 

まいりました。 

障がい者アートでは、全国・県内に 

おける障がい者アートの広がり、それ 

に伴った法律について学びました。 

障がい者スポーツでは、ボッチャ・車椅子バスケを体験し 

ました。実際に自身で行う事で、障がい者スポーツの難しさ 

楽しさを体感しました。 

精神疾患者への対応については、精神疾患に対する質問を 

講師の方からご回答頂き、理解を深めました。 

能登半島地震に伴う災害支援活動については、DPAT(災害 

派遣精神医療チーム)の活動や、1.5次避難所での介護支援の 

活動報告を受け、「もし愛媛で震災が発生したら、自分には何 

ができるのだろう、協力できるのだろう」と、考えさせられ 

ました。 

今回学んだことを業務にも取り入れていき、より一層利用 

者様に満足して頂けるサービスを提供できるように励んでい 

きたいと思います。 

 

今回の研修は、1日目はアートサポー 

トセンターの取り組みや「ボッチャ」 

「車椅子バスケ」の体験。2日目は 

精神疾患者への対応についてと能登 

半島地震の発生後の活動報告といった 

研修でした。 

まず1日目は、アートサポートセン 

ターの取り組みとして芸術活動を通して可能性を広げ、障害

のある人の芸術文化活動や情報収集・発信・又、商品化支援

事業など幅広く取り組んでいる話を聞き、グループに分かれ

各施設での取り組みについて・困ったことなどを話し合いま

した。その際、いろんな支援がありとても参考になりまし

た。ボッチャ・車椅子バスケに関しては、初めてでとても貴

重な体験になりました。 

2日目の精神疾患者の対応については、初期・中期・後期

の症状や対応の仕方など同じ疾患でも支援を変えて利用者に

ストレスを与えないよう接することの大切さを感じました。 

最後に今年発生した能登半島地震の発生後の活動報告を受

けました。被災地の様子と印象に残る症例を聞きメンタルケ

アを行いながら支援する大切さを知る事が出来ました。 

とても参考になり、とても充実した2日間になりました。 

令 和 6 年 度 第 2 8 回 愛 媛 県 身 体 障 害 者 施 設 協 議 会 
職 員 研 修 大 会  【 10 / 17 ( 木 ) ～ 10 / 18 ( 金 ) 】  研 修 報 告 

（入所支援ｽﾀｯﾌ） 
板鼻 恵美子 

（通所支援ｽﾀｯﾌ） 
白潟 朋也 

写真立てのデコレーションを行いました。ベストショットに 

合わせて、タイルシールやアヒルの小物などで工夫を凝らして 

飾り、素敵な仕上がりとなりました!!今後もお気に入りの写真 

を入れて、思い出とともにご自宅で飾ってくださいね★ 

菊地眞由美さん 沖野あゆみさん 岡田真和さん 小笠原達也さん 新屋規子さん 日野 遥さん 

10/30・11/13 ジョープラの「いきものふれ

あい学校」へ行きました。 

11/21はドライブへ（ ＾ω＾）・・・ 

皆さん、今年最後の外出を満喫しました。 

ドキドキしながら 

触れ合い(^^♪ 
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 【 制 作 編 集 担 当 】 松 本 美 也 子 ・ 糸 田 友 子 ・ 松 﨑 悠 里 ・ 白 潟 朋 也 ・ 板 鼻 恵 美 子 ・ 米 澤 佳 那 

 ～ご意見・ご要望受付に関するお知らせ～ 

利用者及びご家族の皆様からの施設に対する 

ご意見・ご要望を受け付けております。 

今月より、お電話にて受付いたします。 

担当者は （ｻｰﾋﾞｽ管理責任者）：福 宮  沙 也 子 

（本部員）：藤 原   岳   です。 

担当者まで、どうぞお気軽にご連絡ください。 

ふくみや   さやこ 

ふじはら  がく 

 
１２ 月 の 行 事 予 定 

 
3(火) 入所：日中想定避難訓練  6(金) 俳句サークル   

10(火) 通所：工作サークル  16(月) ～ 20(金) ゆず湯   

19(木) クリスマス会 / 行事食（クリスマス会特別メニュー）  25(水) 祝い膳 

12/31(火) ～ 1/5(日) 年末年始休業   

合 同 （ 入 所 ・ 通 所 ） の サ ー ク ル 活 動 を 中 止 し ま す 。 
散 髪 ・ ヘ ア カ ッ ト （ 理 容 師 ・ 美 容 師 の 来 所 ） は 中 止 し ま す 。 

 

 

 

 

 

支援スタッフ（施設内介護） 
運転手（利用者送迎） 
登録ヘルパー（訪問介護） 

 
お気軽に 
お問い合わせください。  

ＴＥＬ 
（089）９６５－０２９４ 

担当：藤 原 岳  

スタッフ 
募集中 

スマイル生活介護（通所）の休業は、年末は12月31日(火)から、 

年始は1月5日(日)まで と なっております。 1月6日(月)より通常営業致します。 

おかげさまでスマイルは、今年も健やかで穏やかな一年を過ごすことが 

できました。 来年もスマイルをよろしくお願いいたします。 

【皆様へお知らせ】 
このたび当法人では、年賀状によるご挨拶を控えさせて頂くことと致しました。 
時代の変化とともに、昨今の自然環境への配慮、デジタル環境への移行を鑑み、 

誠に勝手ではございますが、何卒ご理解賜りたく、まずは略儀ながら書中をもって 
お知らせ申し上げます。 
今後も変わらぬご支援、ご指導をいただきますよう、よろしくお願い致します。 

なお、当法人宛の年賀状につきましても、お気遣いなさいませんようお願い申し上げます。 

10月29日、さくら小学校の5年生を対象に「障害福

祉」についてお話しさせていただきました。イラストを用

いて視覚・聴覚障害のある方が何に困っているか、また困

りごとを解決するために何ができるかをグループで話し合

い発表してもらいました。しっかりと発表してもらい嬉し

かったです。障がいの有無に関わらず、困っている人が周

りにいたら声をかけてあげられるような、ひとり一人の思

いやりを大切にしたいですね。 

さくら小学校

出前授業を

済美平成中等教育学校 

11月1日（金）に済美平成中等教育学校で開催された「平成

祭」で作品を展示しました。済美平成中等教育学校の生徒会では学

校の近くにある洋菓子店“ラポール空港通り店”に「画材バンク」

として使用しなくなった画材を寄付してくださっています。それら

の画材を使って描いた作品や、昨年度の入賞・入選作品を展示し生

徒の皆さんに見ていただきました。たくさんの感想もありがとうご

ざいました。 


